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はじめに

千葉大学真菌医学研究センター長

特任教授 野本 明男

真菌医学研究センターは、病原真菌の研究、真菌による感染症および中毒症の発症メカニズムの

研究、感染に対する個体の応答の研究、および真菌疾患の制圧に関する研究を展開している。また、

全国共同利用 ・共同研究拠点として文部科学省に認定されている研究センターであり、この分野の

研究支援のため、多くの病原真菌株の保存、維持、供給を行うバイオリソースセンターとしての役

割も担っている。 .

以上の実績故、真菌医学研究センターは、 2002年に開始された国家プロジェク卜であるナショ

ナルバイオリソースプロジェクト (NBRP)において、病原微生物関係の中核機関として選定され

た。本プロジェクトにより、真菌医学研究センターは、大阪大学、阪阜大学、長崎大学と共同して

感染症研究や教青に必要な病原細菌、真菌および原虫の基準株や臨床分離株を収集 ・保存し、国際

的な遺伝資源供給施設として活動している。第2期NBRPは、 2007年に開始されている。

The objective of Medical Mycology Research Center (MMRC) is to overcome fungal diseases and 

related disorders by s田 kingdiagnostic，出erapeutic，and preventive measures through investigation of 

mechanisms by wrucb fungal infections and host responses to the infections are caused. Principal 

investigators in MMRC are d巴dicatedto their research projects by pursuing variolls basic biological 

and physiological studies on pathogenic fungi. In addition to those research projects， MMRC is 

involved in a nation-wide collaborative studies leaded by the Ministry of Education， Culture， Sports， 

Science， and Technology (MEXT). 

The number of pa出ogenicfungi and actinomyc巴tescollected by MMRC is the largest in Japan and 

therefore comparable with those of the representative microorganism-preserving organizations in the 

world. Based on such achievements， MMRC was d巴signatedby MEXT as the core organization of 

“National BioResource Pr吋ect(NBRP) -Pathogenic Microorganisms" in 2002 and has established a 

firm position as the faciJity for collection、pr巴servation，and distribution of gen巴ticresources of fungi 

and actinomycetes. Other members of the organization are Osaka University's Research lnstitute for 

Microbial Oiseases (Qathogenic bacteria)， Gifu Universily's Graduate School of Medicine (pathogenic 

bacteria)， and Nag部 akiUniversi.ty) Institute of Tropical Medicine (pathogenic protozoa). The 
司』

second phase of tlIe NBRP has been launched by MEXT in 2007. 
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沿軍

昭和21年 9月 10日 千葉医科大学附属腐敗研究所が設立された(現在の習志野市和泉町)。

昭和 24年 5月31日 千葉大学腐敗研究所となった。

昭和48年 9月29日 生物活性研究所に改組された (6研究部)。

第 1研究部酵素化学研究部

第2研究部薬理活性研究部

第3研究部毒性病理研究部

第4研究部 活性天然物化学研究部

第5研究部抗生物質研究部

第6研究部食中毒研究部

第7研究部生体膜研究部(昭和52年4月18日より)

昭和52年 10同29日 千葉市亥鼻1丁目8番1号に新営、移転した。

昭和62年 5月21日 生物活性研究所が廃止 ・転換となり、全国共同利用施設として真核微生物

研究センター (2研究部門5分野)が設置された (10年時限)。

感染研究部門 :感染機構分野、真菌系統発生分野、真菌生態分野(客員)

活性応答研究部門:化学療法分野、形態応答分野

平成 2年 4月 1日 活性応答研究部門に、新たに作用機構分野(客員)が設置された。

平成 9年 4月 1日 真核微生物研究センターが廃止・ 転換となり、全国共同利用施設として

真菌医学研究センタ一 (2研究部門6分野)力、設置された (10年時限)。

病原真菌研究部門.翼菌感染分野、系統 ・化学分野、生態分野(客員)

分子機能研究部門:機能形態分野、高分子活性分野、活性応答分野(客員)

平成 13年 4月 1日 病原真菌研究部門に、新たに真菌資源開発分野が設置された。

平成 16年 4月 1日 国立大学法人に移行した。

平成22年 2月 1日 1部門4分野に改組された。

真菌症研究部門 病原機能分野

感染免疫分野

臨床感染症分野

微生物資源分野

バイオリソース管理室

平成22年 4月 1日 共同利用・共同研究拠点(真菌感染症研究拠点)に認定 (5年間)された。



歴代所長・センター長

[腐敗研究所] 昭和21年 9月 10日~昭和 29年 3月31日(兼)

昭和29年 4同 1日~昭和32年 5月21日 (事務取扱)

昭和32年 5月22日~昭和38年 5月21日

昭和38年 5月22日~昭和41年 5月21日

昭和41年 5月22日~昭和44年 5月21日

昭和44年 5月22日~昭和44年 8月4日(事務取扱)

昭和44年 8月 5日~昭和48年 9月28日

[生物活性研究所] 昭和48年 9月29日~ 昭和49年 1月9日

昭和49年 1月10日~ 昭和49年 3同31日

昭和49年 4月 1日~ 昭和53年 3月31日

昭和53年 4月 1日~昭和57年 3月31日

昭和57年 4月 1日~昭和61年 3同31日

昭和61年 4月 1日~昭和62年 5月20日

[真核微生物研究センター] 昭和62年 5月21日~平成 3年 5月20日

平成 3年 5月21日~平成 5年 5月20日

平成 5年 5月21日~平成 9年 3月31日

[真菌医学研究センター] 平成 9年 4同 1日~平成 11年 3月31日

平成 11年 4月 1日~平成 17年 3月31日

平成 17年 4月 1日~平成21年 3月31日

平成21年 4月 1日~

機構図

小池敬事

小池敬事

相磯和嘉

宮木高明

相磯和嘉

宮木高間

宮木高間

宮木高明

相磯和嘉

新井正

久我哲郎

新井正

久我哲郎

宮治誠

寺尾 清

宮治 誠

宮治誠

西村和子

三上裏

野本間男

Division of Molecular Biology 

センター長
Direclor 

教員会議
Faculty Meeling 

運営協議会
Scienlific Council 

真菌症研究部門
Departmenl of Mycosis Research 

感染免疫分野
Divisiol1 of Molecular Immunology 

臨床感染症分野
Division of Clinical Research 

微生物資源分野
Division of Bio-Resources 

L J'¥イオリソース管理室
Managemenl Unil 
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運曽

当センターの運営は、教授会に相当する I教員会議Jと、本学の教授及び学外の学識経験者を含めた f運嘗

協議会jによって行われる。

真菌医学研究センター長 特任教控 野本明男

真菌医学研究センター 事究 捜 4名

真菌医学研究センター 准教授 5名
教員会議構成員

本学大学院医学研究院 教 捜 野村文夫

本学大学院医学研究院 教 捜 松江弘之

亥鼻地区事務部管理課 課 長 1名

東尽医科大学 事史 捜 坪井良治

真菌医学研究センター長 特任教慢 野本間男

真菌医学研究センター 教 捜 4名

本学大学院医学研究院 教 捜 野村文夫

本学大学院医学研究院 事支 捜 松江弘之
運営協議会委員

東北大学大学院農学研究科 教 慢 五昧勝也

国立遺伝学研究所 特任教授 菅原秀明

慶膝義塾大学薬学部 特任教授 八木津守正

筑波大学大学院生命環境科学研究科 教 慢 柿罵 員

キッコーマン側研究開発本部 音日 長 梶山直樹

職員数(常勤職員) 平成22年4月現在

区分 教授 准教慢 講師 助 教 一般職員等 言十

現員 4 民一}
。 4 8 21 
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真菌症研究部門
|病原機能分野

川本進(教授・分野長・ PI)

分子細胞シグナリング解析プロジェクト

(Project for Molecular Signaling Analysis) 

概要・実施体制

生化学 ・分子生物学 ・細胞生物学等の手法を用い、病原酵母Cryptococcusneoformansなどの分

子細胞研究を行い、病原機能などに関連するシグナリング解析を進め、抗真菌薬シーズ創出など真菌

症の分子制御に向けた分子細胞医真菌学への貢献を目指す。

We are conducting basic research on the moleclllar ancl celllllar biology of pathogenic yeasts inclllcling OyptOCOCClIS 
neoformans llsing both biochemistry ancl moleclllar biology methocls based on gene and protein science and genome 

information as well as llltrastructllral morphology and cell biology methods slIch as巴lectronmicroscopy， 

主なテーマ

病原真菌の病原性発揮機構、薬剤耐性獲得機構

の分子機能を制御することなどにより真菌感染症

制御を目指すことを最終目標にして、病原真菌の

分子細胞生物学的基礎研究を進める。病原真菌の

細胞構造 ・生理機能を遺伝子 ・タンパク質など分

子レベルで、更にはオルガネラレベル、細胞レベ

ルで問らかにすることを目的にした分子細胞真菌

医学を志向している。遺伝子 ・タンパク質科学を

基盤とした分子生物学 ・生化学的手法および電子

顕微鏡など細胞学的 ・微細形態学的手法とを軸に

病原酵母クリプトコックスの分子細胞シグナリング解析

.，.a，，;t-，.，;l."77a-9" """"It71'o-. 

4・・・・b

/… 
'剛剛附醐2.酬醐酬哨~t
~.也の解暢 ・a・銚.・a同~-;(闘鎌

して真菌医学分野の、特に、病原酵母Cryptococcusneoわrmansの細胞周期制御 ・低酸素環境スト

レス応答 ・薬剤耐性の分子細胞機構解析など、各研究課題にアプローチしている。

Ollr grollp is involved in research on mOleClllar and celllllar meclical mycology with the goal of deciphering the 

I110leClllar fllnctions involv巴din pathogenicity ancl clrllg resistance by elllCidation of the cell strllctllre ancl c巴11physiological 
fllnctions at the molecular level， throllgh analysis of genes and proteins， and at the organelle and c巴1I111arlevel目 Weare 
approaching 10 the mOleClllar and cellular mechanism of cell cycle reglllation， hypoxia slress response or drug resistance in 

OyptOCOCClIS neoforl17ans. 

研究スタッフ

教授 :JII本進 (Professor: SlIsllmll Kawamoto) 

准教授 :山口 正視 (Assoc旧teProfessor: Masashi Yarnagllchi) 

助教 :清水公徳 (Assistant Professor: Kiminori Shimizu) 

技術職員 :大楠 美佐子 (恨R巴郎searc出h'1恥冶k凶chn刊1n川M、11悶cαla加n:M附IS鈎ak陥00伽hk川llS凱剖ωuω lけ) 
特任助教 :ヴイyルレトタダ@ゾ.エリツク (仇As鈴s陪凶t凶an川tP町1'0司Oぱfe目s5悶0印l'司べ:Eri比cv.玖.Vir山司

技術揃佐員 :佐E勝泰 里美 (恨Re凶se倒a剖I附 p円1'01、O印n】刷 onTechnician: Satomi Sato) 

客員教股 :束江 昭夫(東京大学名誉教授) (GlIest Profes50r:Akio Toh-e) 

非常勤講師 :岡田 智子 (Visiting Lectllrer: Tomoko Sonoda) 

非常勤講師:明石敏 (Visitin gLectllrer: Satoshi Akashi) 

5 
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CENTER 

l病原機能分野 (Divisionof Molecular Biology ) 

知花博治(准教授・PD
カンジダフェノームプロジェクト

(Candida Phenome Project) 

概要 ・実施体制

Candida属真菌のうちC.g/abrataは、C.a/bicansに〉欠いて・臨床分離例の多い病原真菌であり、

近年、臨床上問題となってきたnon-a/bicansCandidaの主要な種である。 c.g勾bra臼は、 一倍体
生物であることや質の高いゲノム情報があること、さらに遺伝子数が少ないことから、分子生物学的

解析が病原真菌の中で最も容易である。我々は、 c.g句brataを病原真菌のモデル生物として捉え、
全遺伝子に対する組換え体を構築している。これを用いて病原真菌の普遍性を探究し、人に対して副

作用が少なく抗菌スペクトラムの広い抗真菌薬の開発を可能にする標的の開拓を目指している。更に

構築した組換え体ライブラリーや最新ゲノム情報を全国及び海外の研究者と共有し、研究者コミュ二

ティーの発展に寄与する。

In the genlls Cmldi，ぬ，c.g};lbmωis the scconcl most freqllently isolatecl species in clinical ancl rcprescntative forms of 
non-albicans Candida. As C. glabrala is a haploicl organism with high qllality fllll genomic s巴qllencedata availabl巴anda 
relatively small nllmber of g巴nes，W巴considerthis Yeast species an icleal moclel for fllngal pathogen research. Using this 

moclel species we have developecl a highly efficient gene targeting system enabling high-throllghpllt fllnctional gene 

analysis. Ollr research aim is to modify all genes in the C. glabrata genome in orcler to iclentify cOl11mon virlllence factors in 
fllngi anclnovel antifllngal drllg targets. We will share the genomic information and mlltants with worlclwicle researchers. 

主なテーマ

1 .次世代シーケンサーを用いたゲノム情報墓盤の整備
Improvement of the genome clatabase with next generation seqllencer clata 

2.体系的全遺伝子組換え株の構築
Constrllction of systematically createcl mlltants liberally covering the entire genol1le 

3.遺伝子組換えライブラリーを用いた病原因子の網羅的研究
Comprehensive stllcly for virlllence factors lIsing the 11111tant library 

4.遺伝子組換え株を用いた抗真菌薬の研究
Stlldy of anti-fllngal clrllg targets lIsing thc 11l1ltant library 

仁忠
仁病原性ぷ.
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(Associate Professor: Hiroji Chibana) 

(Associate Professor: Ayako Sano) 

(Visiting Lecturer: Masakazu Niil11i) 

(Visiting Lecturer: Yoko Takahashil 

(Post Doc: Jun Uno) 

(Post Doc: Michiyo Ohl1o) 

(JSPS Post Doc: Matthew Alan Woods) 

(Visiting researcher: Kanal11e Sasal11oto ) 

(Research Prol11otion Technician: Michiko MlIrata) 

(Research Prol11otion Technician: Satsuki Shil11ada) 

(Research Prol11otion Technician: Sachiko Kinoshita) 

(Research Prol11otion Technician: Mari Ohiwa) 



|感染免療分野 (Divisionof Molecular Immunology) 

米山光俊(教授・分野長 ・PI)

感染応答プロジェクト

(Project for Immune Response in Infectious Diseases) 

概要 ・実施体制

感染に対する我々の生体防御は、自然免疫と獲得免疫によって協調して行われている。本プロジェ

ク卜では、特にウイルス感染に応答した自然免疫誘導に注目し、感染センサー分子によるウイルス由

来の非自己核酸検知の分子機構の解聞と、それによって引き起こされる免疫応答の生理機能を解析す

ることにより、ウイルス感染症に対する新 Pathogens (Virus， Bacteria， Fungus， Parasite) 
たな治療戦略の開発を目指した解析を行つ Pathogen-associated Molecular Patterns (PAMPs) 

ている。

Innate immune system plays an essential role fOI 

self-defense against infection of a variely of 

pathogens. In this project， we focus on antiviral 

innale immunity， especially molecular machinery for 

detection of viral infection by sensor molecllles and 

regulation of sllbseqllent il11ll1une responses. The 

observations obtained from this stlldy will help lIS to 

establish a novel therapeutic or preventive strategy 

against infectiolls diseases by virllses 

主なテーマ

P'attern Recoqnition Receptors (PRRs) 

• TolI-like receptors (TLR) 

. C-type lectin-like receptors (CLR) 

. Nod-like receptors (NLR) 

• RIG・I・likereceptors (RLR) 

自然免疫における細胞内ウイルス感染センサーとして同定したR/G-/-likereceptor (RLR)に焦点、

をあて、ウイルス検知とシグナル誘導の分子機構と、それによって制御される細胞生理機能について、

分子生物学的、生化学的な解析を行う。

1 ) RLR (R/G-/， MDA5， LGP2)によるウイルス由来非自己RNAの認識とそれに伴うシグナル活性

化の分子機構の解析

2) RLRを介したシグナルの生理機能の解析

3) RLRを標的とした新規抗ウイルス薬剤開発を目指した解析

4)新規感染センサ一分子の探索

We foclls on the cytoplasmic viral s巴n80rmolecules， RIG-l-Iike receptors， and examine their moleclllar fllnction in 

antiviral innate immunity. 

1) Molecular mechanism lInderlying detection of viral non-self RNA by RLRs (RIG-I， MDA5 and LGP2) 

2) Analysis of physiological significance of RLR・mediatedsignaling 

3) Studies on generation of novel antiviral drug candidate(s) targeting RLR system 

4) Identification of novel sensor molecule(s) for detection of invading pathogens in innat巴IInmunesystem 

研究スタッフ

教授 :米山 光俊 (Professor: Milsuloshi Yoneyama) 

技術補佐員:上回 由美子 (Research Promotion Technician : Yumiko Ueda) 

7 
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|感染免疫分野 (Divisionof Molecular Immunology) 

西城忍(特任准教授・ pl)

サイトカインプロジェクト

(Project for Cytokine Research) 

榔要・実施体制

抗原提示細胞は、外来異

物を細胞内に取り込み提示

するとともにT細胞の運命

を決定する。この過程おい

て、サイト力インは中心的

な役割を担っている。しか

し、本来生体防御機構であ

るこれらの一連の反応が、

何らかの原因で過剰に起き

ると自己免疫やアレルギー

などの疾患を引き起こす。

本プロジェクトでは、感染

性疾患や炎症性疾患の病態

形成におけるサイトカイン

IL〆
IL-1 

Nalve IL・23
CD4+ T celJ 圃園田園

TGF-s 
IL-6 

1ヘ
Antlgen 
Presentlnl1Cell 

の役割を解問し、最終的に新たな治療薬の標的分子を見出すことを目的とする。

Cytokines play a central role in T cell differentiation， a series of events iniciated by sensing and processing of invading 
pathogens by antigen presenting cells. On the other hand， an excess of cytokine prodllction callses inflamn】atorydiseases 

inclllding alltoimmllne diseases. We aim to find new therapelltic targets for inflammatory diseases and infectiolls diseases 

by investigating the roles of cytokines in pathog巴nesis.

主なテーマ

サイト力インの産生機構とその生理機能の解閉を目的とし、個体レベルでの解析を行う。

1 .サイト力インによる免疫恒常性維持機構の解明

2.真菌によって誘導されるサイトカインとその感染防御における役割の解閉

3.自己免疫疾患、アレルギ一性疾患の病態形成におけるサイトカインの役割の解明

Using gene-deficient mice， we are investigating the mechanisms of cytokine prodllction and their roles in the infectiolls 

and inflammatory diseases 

I . EllIcidation of the roles of cytokines in the maintenance of host homeostasis 

2. EllIcidation of the roles of cytokines indllced by fllngal infection. 

3. EllIcidation of the roles of cytokines in the pathogenesis of inflammatory diseases目

研究スタッフ

特任准教授:西城忍

技術補佐員:鈴木智明

(Associate Professor: Shinobll Saijol 

(Research Promotion Technician: Tomoaki SlIzlIki) 



|臨床感染症分野 (Divisionof Clinical Research) 

亀井克彦(教授・分野長・ PI)

l臨床感染症プロジェク ト
(Project to Link Basic Sciences and Clinical Researches) 

榔要 ・実施体制

活動状況:アスペルギルス症を当面の最大の目標としつつ、なぜ真菌症が発

症するのか、その診断や治療はどうすれば良いのかを中心に研究を行い、並行

して附属病院における診療活動及び学内外でのコンサルテーシヨンを行っている。

実施体制 :教員2名 (+兼務1名)、技官2名、ポスドク2名、補助員4名で研究及び大学院学生

4名(修士1名、博士3名)の教育指導を行っている。

ACTlVITIES: The research of our group focuses on the m巴chaniSI11of fllngal diseases sllch as aspergillosis， and 
developm巴ntof diagnostic/therapelltic methods for th巴sediseas巴s.ln the clinical aspect， w巴takecare of patients in the 

meclicin巴clinicof the University hospital， also giving aclvice to physicians/clinical technologits all over the cOllntry 

STAFF: professors (3， including one working concurrently in the 
University hospital)， technicians (2)， post-doctoral fellows (2) and research 

assistants (4) are working in Ollr group with four graduate school stlldents 

主なテーマ

1 )アスペルギルス症の病因 ・病態(病像)との関連性の解明
Investigation of characters (inclllcling virulence factors) of 

Aspergilllls spp. and their relation with the clevelopment of variolls 

forms of aspergillosis 

2)臨床マニュアルの作成及び教育
Education of fungal diseases inclllding preparation of edllcational clinical 

l11anuals on l11ycoses. 

3)真菌症の診断 ・治療法の開発
Developm巴ntof cliagnostic & therapeutic methods for deep-seated mycoses. 

研究スタッフ

教按 : ffHt-克彦・ (Professor: Katsuhiko Kamei) 

助教 :田口英Ilf.f (Assistan¥ Professor: Hideaki Tagllchi) 

Pl助j力J教 :漉辺 哲 (伐完兼t任) (仇As岱s陪則t凶an川tP引rofes郎ssω01'下「ド:Akir悶aWa瓜tan白b加巴(化c∞on閃cu山Jr問.

技f術柑1繊品員 :沌i滞響 脅代子 (侭Reωsearc仙hT，刊ec出hn川i比凶cian:Ka匂ay卯ok初〈ωoTa加raω司冶剥a剖k凶<i巾i比za側waω) 

技術職員 :鮪聞 君事子 (Research Technician : Kyoko Yarita) 

特任講師 :盟留孝仁 (Lecturer: Takahi¥o Toyotome) 

特任助教 :村長 保憲 (Assis¥ant Professor: Yasunori Muraosal 

技術補佐員 :佐)1.長線喬 (Research Promotion Technician : Ayaka Sato) 

技術補佐員 :八尋真希 (Research Promotion Technician : Maki Yahil‘0) 

技術布IIfti員:井上 京子

技術補佐員:今中 京子

非常勤講師:久米光

非常勤講師 :渋谷 和俊

(Research Prolllotion Technician : Kyoko Inollel 

(Research Prolllotion Technician: Kyoko Illlanalくa)

(Visi¥ing Lectllrel・:Akira Kumel 

(Visiting Leclllrer: KazlIloshi Shibuya) 

9 
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CENTER 

微生物資源分野 (Divisionof Bio-Resources) 

五ノ井透(教授・分野長・PD
真菌・放線菌と宿主の相互作用研究プロジェクト

(Molecular Biological Study of Interaction between 
Pathogenic Fungi/ Actinomycetes and Hosts) 

榔要・実施体制

微生物資源分野では、バイオリソース管理室(矢口貴志管理室長)と協力し、日本国内および海外

のヒ卜や動物に由来する病原真菌 ・病原放線菌を収集、管理、分譲している。これらの菌株数は、現

在約2万に達するが、菌のマー力一遺伝子やゲノムを解析し、また薬剤感受性や電子顕微鏡による形

態観察、 2次代謝産物の解析などを行い菌株資源、遺伝子資j原としての付加価値の向上に努めている。

さらなる独自の研究テーマ (PIプ口ジヱク卜)については次項以下に記載する。

In cooperation with Bio-Resollrce managem巴ntoffice (Chief: Takashi Yaguchi， associate professor)， we collect 
pathogenic fungi and actinomycetes in both inside and outside of Japan. We identify pathogenic fungi and actinomycetes as 

a public servic巴，and analyze their phylogenetic relations. We store fungi and actinomycetes with the support of the 

National BioResourc巴Projectsin Japan， and distribute th巴mupon request. Currently we stock approximately 20，000 

strains. We analyze sequences of marker genes and genomes， drllg叩 nsitivities，and observe fine structures using巴l巴ctron
microscopy， to enhance biodiversity values. Other projects are listed belo¥v. 

主なテーマ

1 )ヒ卜・動物の病原真菌 ・病原放線菌の収集、分類、系統解析、二次代謝産物の解析、病原因子解析、

二次代謝産物生合成遺伝子、ゲノムの解析を行っている。

We collect， identify and phylogenetically analyze of human and animal pathogenic fungi and actinomycetes. We 
also analyze 2nd metabolit巴sand their synthetic enzymes， pathogenic factors， ancl genomes. 

2)真菌・放線菌のヒ卜への感染機構の解明を分子生物学的手法、動物モデル系、ゲノム解析などを

用いて行っている。特に、近年は、糖鎖と糖鎖受容体を介した菌と宿主の相互作用解明に力を入

れている。

We analyze infection mechanisms of human pathogenic fungi and actinomycetes using molecular methocls， animal 

models， and genom巴anaJysis.In particular， we are trying to understand roles of cell surface glycans and their receptors 

(Iectins) of human and fllngi in infection. 

3)真菌感染と宿主の栄養状態やス トレス状態との関連を動物モデルなどを用いて研究している。特

に代謝関連分子と免疫関連分子の機能的リンク(相関)に興昧を持っている。

We study effects of diets and mental stresses on fllngal infections mainJy using animal models and moleclllar 

methocls. W，巴 aretrying to cJarify yet unknown links between metabolism and immllne-related molecules. 

研究スタッフ

教授 :五ノ井透 (Professor: Tohrll GonoD 

助教 :大荒田 素子 (Assistant Professor: Motoko Oarada) 

技術職員 :松禅哲宏 (Reseal'ch Technician: Technical Staff) 

特任助教 :酒井香奈江 (Assistant Professor: Kanae SakaD 

特任助教 :高橋梓 (Assistant Professor: Azusa TakahashD 

非常勤講師:鈴木健一朗 (Visiting Lecturel': Kenichiro SuzukD 

技術補佐員:土屋 由紀子 (Research Promotion Technician: Yukiko Tsuchiya) 



微生物資源分野 (tt)l!1f$1t.i.i.il:Jmィesources I 

横山耕治(准教授・ PI)

形態変換・細胞質遺伝解析プロジェクト

(Morphogenesis， Cytoplasmic Inheritance Project) 

概要 ・実施体制

真菌は生物の中でも、微生物の申でも独特の進化を遂げ、様々な多様性を示す。この多様性は、遺

伝子の中に進化の過程を経て組み込まれた結果であり、遺伝子の多様性を含んでいる。この遺伝子の

蓄えは人類にとっても財産であり、生物の謎をひもとく力キ+を握っていると同時にかけがえのない資

源でもある。この資源を活用し社会に還元できる成果を期待し研究を進めている。

The fllngi accomplish巴dpecllliar evollltion and shows variolls div巴rsities.This diversity is th巴 resllltof being 

incorporated throllgh th巴processof evollltion into a gene， and incllldes the diversity of a gene. The savings of this gene are 

property also for hllman b巴ings，and whil巴theyhave grasped the key which reads the mystery of a living thing， they are 
also irreplaceable resOllrces. The reslIlt which lItilizes these resollrces and can b巴 retllrnedto society is expected， and 

research is aclvanc巴d.

[病原性真菌の形態変換機構の解明]

(The stlldy of morphogenesis of pathogenic fllngi) 

細胞骨格の細胞学的動態解明を通して形態変換と病原性を解明する。

(Elllcidate cell biological dynamic statistics of cytoskeleton to stlldy the pathogenicity and morphological change) 

[真菌の進化の解明]

(Th巴studyof fungal evollltion) 

ミトコンドリア遺伝子の動態を解閉して、細胞質遺伝に関わるメ力ニズムと進化について解明する。

(Elllcidate dynamic statistics of the mitochondrial gene to stlldy the mechanism of cytoplasmic inheritance and evollltion 

of fllngi) 

主なテーマ

. Candida a/biヒansの二形性の研究 (Thestlldy of dimorph山 nof凸ndi，ぬalbicans)
形態変換における細胞骨格の動態からその役割を閉らかにする
(EllIcidate cell biological dynamic statistics of cytoskeleton on morphological change) 

病原性、形態形成に関わる遺伝子発現と発現タンパク質の解明
(Stllclies on gene巴xpressionancl proteome analysis of morphog巴nesisancl pathgenesis.) 

細胞壁合成の方向性決定因子解問 (Eluciclatethe chemotactic factor for the polarity of cell wall synthesis) 

.真菌の進化に関する研究(Thestllcly of fungal evollltion) 

チトクロームb遺伝子解析 (Analysisof cytochrom b gene) 

全ミトコンドリア遺伝子解析 (Analysisof mitochondrial gene) 

遺伝子に基づく真菌の同定、真菌症の迅速診断法の開発
(Dev巴lopmentof genetic c1iagonostic methods based on the genes for fllngal diseases.) 

・病原真菌、関連菌の生物活性物質産生性
(Proclllctivity of new biologically active metabolites) 

研究スタッフ

取教授 :横山耕治

非常勤講師:村山綜明

非常勤講師:高橋治男

技術補佐員:各務清美

(Associate Professor: Koji Yokoyama) 

(Visiling Leclllrer: Somei MlIrayama) 

(Visiting Lectllrer: Somei Harllo Takahashi) 

(Research Promotion Technician : Kiyomi Kagami) 

1 1 
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CENTER 

|微生物資源分野 (t1] L"J r:1 f.j ii.j 1:) t.!I;<4i.ii i i!t44 

矢口 貴志(准教授・室長)

バイオリソース管理室

(Management Unit of Microbiological Resources) 

榔要 ・実施体制

病原真菌・放線菌の I保存・管理・提供J体制を整備し、最新情報が付加された信頼できる菌株の

提供を通じて、真菌症ならびにその原因菌の研究・教育の基盤を支援している。

We are developing a system for preservation， management and distriblltion of pathogenic fllngi and actinomyceles. We 
support lhe base of research and education of mycoses and their pathogens in order to slIpply reliable strains that are added 

ncw infonnation. 

主なテーマ

菌株管理の一環として、病原真菌の形態および系統解析、種内多型および培養系並びに非培養系に

おける迅速同定の研究を実施している。主要なテーマは以下のとおりである。

1 .病原性Aspergil/usおよび関連薗における形態および系統解析による分類学的研究ならびに迅速

同定への応用

2.病原性Candida属の分子疫学的手法による分類学的研究

We are also studying on morphological and phylogenetical analysis and intra-species polymorphism of fllngal 

pathogens， and rapid identification in the clllture or non-culture system. The main themes are following as: 
1. Studies on the classification of pathogenic Aspergillus spp. and related sp巴ciesbased on phenotypic and molecular 
charact巴ristics，and application for rapid identification. 

2. Reexamination and g巴notypingof pathogenic Candida spp. 

研究スタッフ

l1H教捜 :矢口貴志

助教 :問中玲子

非常勤i間師 :椀江 義一

技術職員 :伊藤純子 (長村山美)

研究支援雄進員:大楠悦子

研究支援推進員:菊池和代

研究支援推進員:清水 位l巳

非常勤技術職員 :矢滞勝消

(Associate Professor，卜teadof M白nagementUnit: Takashi Yaguchi) 

(Assistant Professor: Reiko Tanaka) 

(Visiting Lectul'er: Yoshikazuト(orie)

(Research Technician: Junko 110 (Yumi Osamura)) 

(Reseal'ch Pl'omotion Technician: Etsuko Ohkusu) 

(Research Pl'Omotion Technic陥n:Kazuyo Kikuchil 

(Research Promotion Technician: Yumi Simizu) 

(Adjunct Research Technician: Katsukiyo Yazawa) 

暑



菌株保管数

属 種 菌株数

真菌 365 1，952 16，382 

放線菌 46 252 2，026 

r 分譲件数と分譲先内訳 (2009-2010)

真菌 放線菌

教育 24 24 

大学の研究 32 2 

q 企業の研究 10 。
保存機関 2 。
海外 15 4 

同定依頼機関別の内訳

その他 海外
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同定依頼機関内訳

全108件
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本センターは、現在、全国に86ある文部科学省の全国共同利用 ・共同研究拠点のひとつとして平成

21年度に真菌感染症研究拠点、に認定されました。本センターの全国共同利用・共同研究拠点としての

目標は、

0真菌 ・放線菌によるヒト真菌症の克服を図リ、安全 ・安心社会の構築に寄与するとともに、これ

らの微生物資源 ・遺伝子資源の活用を軸とする共同利用研究及び研究会の実施を通して、我が国

の真菌及び放線菌に起因する疾患の研究発展に資することを目的とする。

0真菌・放線菌の菌学 ・遺伝学・形態学 ・分子生物学 ・細間生物学的解析及び真菌に特有のヒト生

体防御システムの研究を平行して進め、総合的な真菌症対策を推進する。

0本センターの持つ人材と資源を活用し、真菌症の診断法の開発はもとより、病態を含めた真菌の

感染機構の解明や新規治療薬の開発などの研究成果を広く世界に発信し、また、真菌症における

リファレンスセンターとしての機能を充実して、アジアをはじめ世界の中核的真菌症研究拠点、の

構築を目指す。

事などです。

この目的で、平成23年度にも文部科学省の支援を得て、全国の国公私立の研究 ・教育機関や医療機一一一一|↓-J--;:I4_1信一」一

関、その他の適切な機関に所属する研究者との共同利用 共同研究を推進する経費補助、あるいは関 寸寸博百一

連研究会開催のための経費補助を公募いたしました。平成23年度の公募内容につきましては、本セン 斗社会トL
一一++斗ζ!:-十一主

ターホームページをご参照ください。また、平成24年以降も、同公募を続けていく予定です。とうぞ、 千百卜七

各年の11-12月にホームページ等に発表される公募要領をご確認の上、応募いただきます様お願いい i 九 丹

たします。 11161~ 
I I I LよJI Q 

三

研究会開催(第4回アスペルギルス研究会)
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Iml 研究課題 代表者

重点1.c:...a.'?~da glabrataカイコ感染モデルを利用したパラサイト戦略
の研究

鈴鹿医療科学大学薬学部 准教授 中山浩伸

重点2.Candida albIlヒansにおける新規病原性関与遺伝子の特定 東京工業大学 ;佳教綬 梶原 1専

1. 千葉大学医学部附属病院における深在性真菌症症例の動向 千葉大学医学部附属病院 講師 猪狩英俊

2. 真菌の産生するマイコトキシンの分析に関する研究 国立医薬品食品衛生研究所 衛生微生物部長小西良子 | 
3. ヒ卜遺体より分離された真菌相の解析と鑑識への応用の検討 濁協医科大学医学部 教j受 徳留省情

4 病原糸状菌の薬剤排出系ABC卜フンスポーター遺伝子発現に関
与する転写因子の機能解析

東北大学大学院農学研究科 教授 五隊勝也

5 放線菌 綿蘭由来のキトサン加水分解酵素の抗菌活性について
の研究

千葉大学大学院融合科学研究 教慢
科-園芸学部

安膝昭一

6 遺伝子泡塁配列を指標としたFusarium属菌の同定方法L関す
る研究

国立医薬品食品衛生研究所 衛生微生物部長小西良子

7. 皮膚科領域で分離される真菌の同定と分子疫学 きさらづ皮膚科クリニック 院長 高橋容子

8.海洋微生物を素材とした抗真菌物質の探索 北海道大学大学院薬学研究院 教綬 小林淳一

9 病原性真菌の病理学的検出・同定j去の検討 北里大学大学院感染制御科学 諮自市
府&北里生命科学研究所

村山源問

10 病原性真菌由来の;軍発性分子を利用した感染および宿主応答の
研究 奈良女子大学理学部 教綬 鈴木孝仁

11. 真菌症原因菌に対する新規生体接着剤の抗真菌効果の検討 京都大学再生医科学研究所 ;佳教}受 玄 丞j系

12. 真菌のストレス応答シグナル伝達の分子解析 績浜市立大学大学院医学研究科准教俊 三浦 恵

13 病原性真菌C.glabrataの常在化機舗の解析と発症抑制 徳島文理大学理工学部 講師 水野貫之

14. Candida glabrata 表層多絡の宿主免疫応答に及ぼす景~" 東北大学大学院医学系研究科 教綬 川上 手日義

15. Candida glabrataのステロール取り込みの分子機構の解明 鈴鹿医療科学大学薬学部 准教;受 中山浩伸

16. 真顔による飾血管構築改変機序に関する遺伝子病理学的解析 東邦大学医療センター大森病院部長 渋谷和俊

17 ASPefヲillusfumigatusが産生するバイオフィルムと Fetuinの関
速についての塁礎的研究

久留米大学医学部 教j受 渡這 εJaEヨz 

18. ~寺発性間質性肺炎患者における抗真菌抗体価測定 みやぎ県南中級病院 主任部長 岡田信司

19 行ichophytontonsuransの分子多型にもとづく疫学的研究 金沢医科大学 教侵 望月 隆

20.真菌感染による[厚みjのマウスモデルの作製と発生機序の解析 富山大学大学院医学薬学研究部教侵 倉石 秦!
21 17穏漢方配合生薬の抗真菌作用の検討 側宮崎県産業支援財団結集型研究一員

研究推進室
西片奈保子

22 病原性真菌を含む真菌によるプフスチック複合材料のかぴ抵抗
性評価法の検討

千葉県産業支媛妓術研究所 上席研究員 飯嶋直人

23 希少な分離菌株からの新規生理活性物質の探索研究 星薬科大学薬学部 教綬 河合賢一

24. ~~l!e!Fiql!! ，se.c~io_n !;!if!rfの分子生物学的手法及び形態による類
日IJとマイコトキシン産生性 大阪府立公衆衛生研究所 細菌課長 久米田裕子

25 カイコ幼虫感染モデルを用いたCryptococcusneofo目mans転
写因子日l遺伝子等の病原性の検証と機能解析

東京大学大学院薬学系研究科 教綬 関水和久

26 ヒト病原菌を含む新規真菌類の探索源としての樹木寄生真菌お
よび随伴 共生真頭の分子同定

鹿児島大学農学部 ;佳教綬 畑 邦彦

27 真菌に生物種を越えて保存されているサイクリン依存性キナ
ゼとサイクリンの備造機能相関に関する研究

千葉大学大学院医学研究院 准教綬 田村 総

28. T.?!:.:>!~~J飛行時間型二次イオン質量分析装置)による真菌
細胞内脂質局在の解析

国立感染症研究所 主任研究官 田辺公一

29. 真菌綴深海微生物の微細形態と進化 海洋研究開発機構
プログフム

丸山 正
ディレクター

30 線虫を宿主とした時の病原性真菌C.glabrataの局在と機能解析 徳島文理大学理工学部 議師 水野貸之

3 1. C，，!!!..dida ghヨbrata遺伝子組換え株の細胞壁マンナンの構造への
影響 東北薬科大学 教j受 大川 喜男

32. Candida glabra臼ゲノムのリアノテーシヨンと網羅的発E見解析 鈴鹿工業高等専門学校 講師 青山 俊弘

15 
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病原真菌講習会は、病原真菌・放線菌の基本的取り扱いの知識と技術を習得するために、本センター

が実習を中心にして実施している講習会で、年1固定員12名で開催している。 2010年度は第24回

目に当たり、累積受講生は290名余になる。例年、定員大きく超える応募があり、大変好評を得ている。

期日 :例年7月に4日間

会場:千葉大学真菌医学研究センター講習会室、講堂

内容(実習 ・講義)・病原性酵母、病原性アスペルギルス、皮膚科領域真菌症原因菌、輸入およ

び新興病原真菌、病原性接合菌、病原性放線菌、薬剤感受性試験法、菌株保存法、感染症

法など

参加者職種内訳: 臨床検査関係者(病院 ・企業)、医師、大学教員、行政関係者、医薬品等関連

企業など

講習会風景



工
υ 
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ライフサイエンス研究の推進には、バイオリソース(生物遺伝資源)力、不可欠であることから、世

界各国では資源確保に向けて戦略的な政策をとっており、病原微生物においてもその例外ではない。

バイオリソースの国家的な墓盤整備は、欧米諸国に比べて日本は立ち遅れていたが、文部科学省では

新世紀重点研究創生プラン (RR2002)の設立を機に、ナショナルバイオリソースプロジェクト

(National BioResource Pr吋ect:NBRP)を平成14年度 (2002)にスター卜させた。現在、真菌セ

ンターは NBRPr病原微生物Jの中核機関として病原真菌・放線菌を、また長崎大学が原虫を、岐阜
大学、大阪大学が病原細菌を分担機関として担当している。細菌・真菌(含む放線菌)・原虫のいず

れにおいても研究者に希望の強い、

( i )基準株の充実

( ii )クラス2、3の病原菌

(iii )これまで感染例の報告のある全ての菌種を収集すること

を目標として、今後いかなる感染症が起っても、それに対応する研究者のニーズを満たす病原微生物

株コレクシヨンを目指している。いずれのリソースにおいても圏内で代替えする保存機関は他になく、

耐性菌や新興感染症など次々と変遷する病原体の研究に対応するため感染症研究に必須なリソースと

して改良を続ける。また、利用者へのリソース提供以外にも、後継者育成、技術指導や教育支援も実

施している。

病原真菌においては、今後増加が予想される高度病原性を有する輸入真菌症原因菌と薬剤感受性面

から問題視されている新興 ・再興真菌症原因菌などに注力している。今後、関係者の一層の努力が必

要であり、真菌センターの将来においても、これらの資源を維持し、さらに優れた世界的にも認めら

れる資源として発展させることは極めて重要である。

| プロジェクト運営委員会&微生物資源学会 ) 

分担機関
長崎大熱帯医学
研究所

感染症に関する連携

中級機関

千葉大真菌医学
研究センター、

分担機関
阪大微生物病
研究所

〆

分担機関
岐阜大大学院
医学研究科

病原微生物菌株リスト基本情報データベース I 

バイオテ口対策

医薬・ 診断薬開発

教育

生命科学研究

17 
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真菌医学研究センターではこれまでにも海外の大学との大学間交流協定や部局間交流協定を積極的

に進めて活動している。千葉大学は、相互の学術交流を目的に、1996年にハンガリー共和国デブレツエ

ン大学との聞に、2001年にブラジル連邦共和国州立カンビーナス大学との聞に、大学間交流協定を

締結しているが、真菌医学研究センターは、その交流において中心的な役割を果たして来た。また、

真薗医学研究センターは、 2002年には、タイ国保健省医科学局国立衛生研究所と部局間交流協定を

締結し、国際交流を行って来た。2007年11月にはチエコ共和国・パラッキー大学医学歯学部との聞に、

2008年2月には中国・吉林大学白求恩医学院医学院との聞に、それぞれ部局間交流協定を締結し、

国際交流を推進している。 更に、 2010年9月には、新たに、中国 ・新彊医科大学附属第1病院との

聞に部局間交流協定を締結し、また、 2011年1月には、ブラジル・パラナ州立ロンドリーナ大学病

理生物学センターとの部局間交流協定を締結した。更に、中園、ブラジル、インドネシア、チエコ (日

本学術振興会 ・平成20年度外国人特別研究員事業)、ニュージーランド(日本学術振興会・平成22年

度外国人特別研究員事業)等から研究者を受け入れ、国際共同研究を積極的に推進している。

中国・新彊医科大学附属第1病院と部局間交流協定締結

-国際的な共同研究員等の受入状況
区 分 16年度 17年度 18年度 19年度 20年度 21年度

外国人研究員 2 

外国人研究者 4 5 3 

国際協力機構による受入 。 2 2 2 

その他 2 8 11 12 

-学生の受入状況
区 分 16年度 17年度 18年度 19年度 20年度 21年度

研究生 。 。 2 

研究留学生 。 。
医学薬学府 6 13 17 17 15 8 

大学院生 自然科学研究科 9 7 5 

融合科学研究科 2 3 

学部生(医学部基礎配属を含む) 12 9 4 。 2 2 

. . 



rAIDS患者及びその他の免疫不全患者における新規診断法による真菌症対策jプロジェク卜

JICAおよびJSTの地球規模課題対応国際科学技術協力事業により、平成22年度から3年計画でブ

ラジル国サンパウ口州立大学力ンビーナス校医学部感染症科との間で rAIDS患者及びその他の免疫

不全患者における新規診断法による真菌症対策Jの協力事業を開始した。これは文字通り AIDSを始

めとする免疫不全患者に発症する真菌症の診断法 ・治療法の研究を行い、実用化に至った成果をブラ

ジルに提供してブラジル及びわが国の医療の向上に役立てようというものである。 主なテーマとして

本センターで開発した DNAチップによる病原真菌の同定、日ーグル力ンによる真菌症の診断、リアル

タイムPCRおよび LAMP法による真菌症の診断や原因菌の同定、薬剤最適投与法の検討などが進め

られている 。本事業の研究成果はブラジルのみならず周辺中南米諸国およびブラジルの影響下にある

ポルトガル語圏アフリ力諸国の医療レベルにも影響を与える大規模なものであり、多方面から期待を

寄せられている。専用 HP (http://wwvv.pf.chiba-u.ac.jp/jicalindex.html)に最新の活動状況が掲載さ

れている。

本センターは、 『熱帯地域、特にアフリ力およびベトナムで発生している真菌症・放射菌症の原因

菌の収集と形態的、生理学的、分子生物学的解析』をテーマに平成22年度よリ長崎大学熱帯医学研究

所との共同研究を展開しています。本研究では、ケニアなどサハラ以南のアフリ力地域、ベトナム、

タイなどを中心とする東南アジア地域において主として患者よリ採取される菌を単離 ・培養 ・保存し

て、真菌・放線菌症の地域特異性を明らかにし、疫学的研究を進めるとともに、菌の形態学、細胞生

理学、分子生物学的解析を行うことにより、簡便な診断 ・同定法の開発や適切な薬剤の選択 ・開発に

より、現地の医療に貢献し、人々のQOLの向上を図ることを目的としています。さらに単離された

菌は、可能な範囲で日本に持ち帰り、将来の真菌症・感染症研究の研究開発資源とすること、これら

の研究を通じて、現地および日本国内の真菌症研究者の育成を図ることをも目指しています。

皆様の一層のご支援をお願いたします。

長崎大学熱情医学研究所 ・一瀬ケ二ア拠点長とともに

ケニアの KenyaMedical Research Institutes (KEMRI)を訪問

19 
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それぞれの設備および機器については、機種並びに問い合わせ先を括弧内に記載しました。

なお、共同利用・共同研究を希望される方は、各研究分野の研究内容を参照の上、本センターの教

員に直接問い合わせてください。

《電話 :043 -222 -7171 (代表)、ホームページ :http://www. pf.ch iba-u.ac .jp/~ 

( 1 )透過電子顕微鏡

( 2 )走査電子顕微鏡

(日本電子JEM-1400:山口，内線5928)

(目立S-3400N:矢口， 内線5918)

( 3)ウルトラミクロ卜ーム (ライカ ウルトラカット S:山口，内線5928)

(4 )レーザースキャンサイトメーター (オリンパス LSC-101・大楠，内線5941)

(5 )ガスク口マ卜グラフ質量分析計

(6 )ガスクロマトグラフ

( 7)高速液体クロマトグラフ

(8 )紫外可視分光光度計

(9 )赤外分光光度計

(ヒューレツト ーパッカード HP6890:松漂，内線5916)

(ヒューレット・パッカード5890:田口，内線5914)

(ヒューレツト・パッカード HP1050:田口，内線5914)

(島津 UV-2500PC:大荒田 ，内線5916)

(日本分光 FT/IR-420:大荒田 ，内線5916)

(10)蛍光分光光度計 (パーキン -エルマ-PL-50B:鎗田，内線5913)

(11 )生物発光 ・化学発光マイクロプレートリーダ一 (/てーセプティブ400:鎗田 ，内線5913)

(12)フローサイトメーター

(13)バイオセルトレーサー

(14)落射蛍光微分干渉顕微鏡

(ベクトン ・デイツキンソン FACS Caliber:田口 ，内線59

(ヒダン BioCell-Tracer:田口，内線5914)

(ニコン Y-FL:田中，内線5916)

(15)連続式卓上型培養槽 (セリシエンバイオフ口IV:松濯，内線5916)

(16)液体シンチレーシヨンカウンタ一 (アロカ LSC-51 00:田中 ，内線5916)

(17)遺伝子導入装置 (1'¥イオラツド PDS-1 OOO/He:清水，内線5941)

(18)遺伝子データ解析システム

(19)ジヱネテツクアナライザー

(20)核酸集積片作製装置

(21 )マイク口アレイスキャナー

(22)急速凍結装置

(23)リアルタイムPCR

(24)マルチビーズシヨツ力一

(25)オールインワン蛍光顕微鏡装置

(26) LC-MS/MS 

(27)イメージングアナライザー

(28)ルミノイメージアナライザー

(29)フルオ口イメージアナライザー

(30)大型プリンター

(31 )共焦点、レザー顕微鏡

(32)卓上超遠心機

(33)次世代型DNAシーケンサー

(ABI Prism 3130. Genetic analyzer 673-A:松浬，内線59

(ABI Prism 3130. 31 OON:松津，内線5916)

(Nano-Potter NP12:松濯，内線5916)

(GeneTAC UCII:清水，内線5941)

(GmbH社製 EMCPC-M:山口，内線5928)

(ABI PRI SM 7000:大荒田，内線5916)

(安井機器 MU601 U(S):大楠，内線5941)

(キー工ンス BZ-9000:清水，内線5941)

(ABI API Qstar Pulsar:清水，内線5941) 

(アマシャム Typhoon 8610:大楠，内線5941) 

(富士フィルム LAS-1000UVmini:清水，内線5941)

(富士フィルム FLA目 7000:田中 ，内線5916)

(エプソン PX9000:鎗田，内線5913)

(ツアイス LSM 5 EXCITER:大楠，内線5941) 

(ベツクマン Optima:大楠，内線5941)

(口ツシユ 454 GS Junior:松漂，内線5916)

4) 

16) 
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.運営費交付金

区 分 研究関連経費 特別教育経費

平成16年度 88，090 。
平成17年度 59，671 54，714 
平成18年度 59，052 50，360 
平成19年度 56，981 45，860 
平成20年度 55，557 45，860 
平成21年度 51，438 45，860 
平成22年度 51，202 9，127 

-科学技術振興調整費

平成16年度
平成17年度
平成18年度 1件 24，778 
平成19年度 (継続) 27，458 
平成20年度 (継続) 26，667 

-ナショナルバイオリソースプロジェクト

区 分 委託金額 ! 再委託金額
平成16年度 11，500 24，500 
平成17年度 9，400 16，800 

代表機関分 分担機関分
平成18年度 7，000 14，000 
平成19年度 16，122 59，608 
平成20年度 9，100 10，900 
平成21年度 9，100 10，900 
平成22年度 8，400 10，600 

-科学研究費補助金

区 分 件数(文部科学省) 採択金額

平成16年度 6件 19，600 
平成17年度 7件 18，000 
平成18年度 8f<牛 18，000 
平成19年度 8{'牛 23，600 
平成20年度 8件 23，100 
平成21年度 10件 26，970 
平成22年度 9{'牛 29，040 

.委任経理盆(奨学寄附主) 単位:干円

区 分 件数 受入れ金額

平成16年度 6件 4，820 
平成17年度 17件 16，780 
平成18年度 28件 17，880 
平成19年度 22件 16，170 
平成20年度 14件 12，317 
平成21年度 16件 12，557 

-民間等との共同研究等

区 分 民間との共同研究

平成16年度 4{'牛 10，340 
平成17年度 5件 11，420 
平成18年度 3件 6，000 
平成19年度 5件 9，060 
平成20年度 2件 5，510 
平成21年度 3件 6，304 

単位:干円

管理経 費 言十

2，265 90，355 
15，457 129，842 
10，051 119，463 
9，680 112，521 
6，902 108，319 
9，482 106，780 
9，472 69，801 

単位:千円

平成18年度から3ヶ年

委託金額合計

36，000 

26，200 

プロジェク卜総額
21，000 

75，730 

20，000 

20，000 

19，000 

件数(他省庁)

4{'牛
3件
4{牛

2件
3件
3イキ
3件

受託研究

1件
1件
4件
8件
6f<牛

単位:千円

備考

単位.千円

採択金額

9，500 
5，500 
9，500 
10，000 
9，800 
7，800 
6，000 

単位.千円

3，000 
2，610 
7，300 
49，263 
24，756 
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松戸地区lIt寄り駅

JR千葉駅前の⑦番パス乗り場から「大学病院行jに乗車し、
「中央博物館jで下車、徒歩1分

@ 真菌医学研究センター
@ 附属図書館亥鼻分館
@ 医学部
@ 医薬系総合研究練

@ 看護学部
@ 医学部附属病院
@ 医学部附属動物実験随設

も=星4些~O m

をD

JR干誕駅

千葉大学真菌医学研究センター
干260-8673千葉県千葉市中央区亥鼻1丁目8番1号

TEL 043 (222) 7171 (代表)FAX 043 (226) 2486 
(ホームページ:http://www.pf.chiba-u.ac.jpl) 


